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(57)【要約】
【課題】視野角を調節することができる拡散子及びその
製造方法並びにこの拡散子を用いた液晶ディスプレイ装
置を提供する。
【解決手段】視野角を調節することができる拡散子であ
って、拡散領域と透明領域とが交互に反復配列している
ことを特徴とする。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視野角を調節することができる拡散子であって、
　拡散領域と透明領域とが交互に反復配列していることを特徴とする拡散子。
【請求項２】
　前記拡散領域と前記透明領域とが交互にストライプパターンを形成することを特徴とす
る請求項１に記載の拡散子。
【請求項３】
　前記拡散領域の幅は、前記透明領域の幅以上の幅を有することを特徴とする請求項１に
記載の拡散子。
【請求項４】
　前記拡散領域が反復されるピッチと前記拡散領域の幅の比は、０．５～０．９の値を有
することを特徴とする請求項３に記載の拡散子。
【請求項５】
　前記拡散子は、基板と、
　前記基板上に反復的に離隔配列して配置され、複数の拡散粒子を含む透明樹脂からなる
拡散部とを有し、
　前記拡散部が前記拡散領域をなし、前記拡散部間の前記基板の領域が前記透明領域をな
すことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の拡散子。
【請求項６】
　基板上に複数の拡散粒子を含む紫外線硬化性の透明樹脂層を形成する工程と、
　ストライプ形状に開口が形成されたマスクを前記基板上に配置して紫外線を照射する工
程と、
　前記透明樹脂層で硬化していない部分を除去する工程とを有して、
　拡散領域と透明領域とが交互に反復配列されることを特徴とする拡散子の製造方法。
【請求項７】
　前記拡散領域の幅が前記透明領域の幅以上の幅を有するように、前記ストライプ形状の
開口の幅が決定されることを特徴とする請求項６に記載の拡散子の製造方法。
【請求項８】
　バックライトユニットと、
　前記バックライトユニットからの光を利用して画像を形成するものであって、相異なる
波長帯域の光を透過させる複数のサブ画素からなる複数の画素が二次元的に反復配列され
たカラーフィルタと、電気的制御により入射光の透過率を調節する液晶層とを含む液晶パ
ネルと、
　前記液晶パネルの上部面又は下部面に配置され、拡散領域と透明領域とが前記サブ画素
幅をピッチとして交互に反復配列された拡散子とを有し、
　前記液晶層は、サブ画素ごとに前記拡散領域に対応する領域と前記透明領域に対応する
領域とに分けられ、前記液晶層の透過率は前記拡散領域に対応する領域と前記透明領域に
対応する領域ごとに別途に調節されることを特徴とする液晶ディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記拡散領域に対応する液晶層領域を通過した光を画像形成光として使用して、視野角
の広い公共（ｐｕｂｌｉｃ）モードを具現し、
　前記拡散領域に対応する液晶層領域を通過した光を画像形成光として使用しないことに
よって、視野角の相対的に狭い個人（ｐｒｉｖａｔｅ）モードを具現することを特徴とす
る請求項８に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記拡散領域が反復されるピッチに対する前記拡散領域の幅の比は、０．５～０．９の
値を有することを特徴とする請求項８に記載の液晶ディスプレイ装置。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、拡散子及びその製造方法並びにこの拡散子を用いた液晶ディスプレイ装置に
関し、詳細には、拡散子及びこれを用いて視野角を調節することができるディスプレイ装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信技術及びディスプレイ装置の発達につれて、例えば、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔ
ｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ）、ＤＭＢ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）などの携帯用端末機が多く開発されている。
【０００３】
　これらの携帯用端末機に一般的に使われる受光型平板ディスプレイの一種である液晶表
示素子（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ、ＬＣＤ）は、
印加電圧によって液晶セルを透過する光の透過率を変えることを利用して画像を形成する
が、自身に発光能力がないため、バックライトユニットのような別途の光源装置を必要と
する。
【０００４】
　このような液晶ディスプレイ装置の場合、バックライトユニットから出た光が液晶セル
を垂直に通過する場合と、斜めに通過する場合との経路差により視野角が狭くなる問題点
があって、これを補完して視野角を広げる多様な設計案が提示されている。
　一方、ユーザーにおいて視野角の広い特性のみ好まれるものではなく、かえって、プラ
イバシー保護が必要であるか、またはセキュリティが要求される作業を行う時には、他人
が見られないように狭い視野角特性が好まれる。
【０００５】
　このように、最近では、プライバシー保護が必要な個人（ｐｒｉｖａｔｅ）モードでは
狭い視野角特性を持ち、いろいろな人がディスプレイを共に見る必要がある公共（ｐｕｂ
ｌｉｃ）モードでは広い視野角特性を持つように、視野角が調節されるディスプレイ装置
が試みられている。
　例えば、特許文献１によれば、高分子分散型液晶（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ
ｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ；ＰＤＬＣ）が液晶パネルの上部に配された構造のデ
ィスプレイ装置が開示されている。ＰＤＬＣは、印加電圧によって拡散状態または透明状
態に転換し、拡散状態である時は、入射光が拡散透過されて視野角が広くなり、透明状態
である時は、コリメートされた入射光が広がらずに通過して狭い視野角を持つようになる
。
【０００６】
　しかし、これらの装置は、視野角調節のためにＰＤＬＣを別途に備えていてコスト高に
なる構造である。また、ＰＤＬＣは、コントラスト特性を確保するために基本的に液晶セ
ルを厚くしなければならないので、ＰＤＬＣ駆動電圧が高いだけではなく、液晶パネルを
通過した画像がＰＤＬＣを通過するまでの経路が長くて、像の染み（ｉｍａｇｅ　ｂｌｕ
ｒｒｉｎｇ）が発生するという問題点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０９－１９７４０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は上記従来の液晶ディスプレイ装置における問題点に鑑みてなされたも
のであって、本発明の目的は、視野角を調節することができる拡散子及びその製造方法並
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びに拡散子を用いた液晶ディスプレイ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明による拡散子は、視野角を調節することがで
きる拡散子であって、拡散領域と透明領域とが交互に反復配列していることを特徴とする
。
【００１０】
　前記拡散領域と前記透明領域とが交互にストライプパターンを形成することが好ましい
。
　前記拡散領域の幅は、前記透明領域の幅以上の幅を有することが好ましい。
　前記拡散領域が反復されるピッチと前記拡散領域の幅の比は、０．５～０．９の値を有
することが好ましい。
　前記拡散子は、基板と、前記基板上に反復的に離隔配列して配置され、複数の拡散粒子
を含む透明樹脂からなる拡散部とを有し、前記拡散部が前記拡散領域をなし、前記拡散部
間の前記基板の領域が前記透明領域をなすことが好ましい。
【００１１】
　上記目的を達成するためになされた本発明による拡散子の製造方法は、基板上に複数の
拡散粒子を含む紫外線硬化性の透明樹脂層を形成する工程と、ストライプ形状に開口が形
成されたマスクを前記基板上に配置して紫外線を照射する工程と、前記透明樹脂層で硬化
していない部分を除去する工程とを有して、拡散領域と透明領域とが交互に反復配列され
ることを特徴とする。
【００１２】
　前記拡散領域の幅が前記透明領域の幅以上の幅を有するように、前記ストライプ形状の
開口の幅が決定されることが好ましい。
【００１３】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶ディスプレイ装置は、バックライ
トユニットと、前記バックライトユニットからの光を利用して画像を形成するものであっ
て、相異なる波長帯域の光を透過させる複数のサブ画素からなる複数の画素が二次元的に
反復配列されたカラーフィルタと、電気的制御により入射光の透過率を調節する液晶層と
を含む液晶パネルと、前記液晶パネルの上部面又は下部面に配置され、拡散領域と透明領
域とが前記サブ画素幅をピッチとして交互に反復配列された拡散子とを有し、前記液晶層
は、サブ画素ごとに前記拡散領域に対応する領域と前記透明領域に対応する領域とに分け
られ、前記液晶層の透過率は前記拡散領域に対応する領域と前記透明領域に対応する領域
ごとに別途に調節されることを特徴とする。
【００１４】
　前記拡散領域に対応する液晶層領域を通過した光を画像形成光として使用して、視野角
の広い公共（ｐｕｂｌｉｃ）モードを具現し、前記拡散領域に対応する液晶層領域を通過
した光を画像形成光として使用しないことによって、視野角の相対的に狭い個人（ｐｒｉ
ｖａｔｅ）モードを具現することが好ましい。
　前記拡散領域が反復されるピッチに対する前記拡散領域の幅の比は、０．５～０．９の
値を有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る拡散子及びその製造方法並びにこの拡散子を用いた液晶ディスプレイ装置
によれば、コリメート機能を持つバックライトユニットと拡散子とを共に採用して視野角
を調節できる構造を持ち、狭い視野角の個人モードと広い視野角の公共モードとを効果的
に具現できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態による拡散子の構成を概略的に示す斜視図である。
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【図２】本発明の実施形態による拡散子の製造方法を説明するための断面図である。
【図３】本発明の実施形態による拡散子の製造方法を説明するための断面図である。
【図４】本発明の実施形態による拡散子の製造方法を説明するための断面図である。
【図５】本発明の実施形態による拡散子の製造方法を説明するための断面図である。
【図６】本発明の実施形態による拡散子の製造方法を説明するための断面図である。
【図７】本発明の実施形態による液晶ディスプレイ装置の概略的な構成を示す断面図であ
り、視野角の狭い個人モードを具現する時の光路を示す図面である。
【図８】本発明の実施形態による液晶ディスプレイ装置の概略的な構成を示す断面図であ
り、視野角の広い公共モードを具現する時の光路を示す図面である。
【図９】本発明の実施形態による液晶ディスプレイ装置の概略的な構成を示す断面図であ
り、視野角の広い公共モードを具現する時の光路を示す図面である。
【図１０】本発明の液晶ディスプレイ装置が個人モードと公共モードとで動作する時の輝
度グラフを比較して示すグラフである。
【図１１】本発明の液晶ディスプレイ装置が個人モード及び２つの形態の公共モードで動
作する時の輝度グラフを比較して示すグラフである。
【図１２】本発明の液晶ディスプレイ装置に採用されるバックライトユニットについての
実施形態の例を示す断面図である。
【図１３】本発明の液晶ディスプレイ装置に採用されるバックライトユニットについての
実施形態の例を示す断面図である。
【図１４】本発明の他の実施形態による液晶ディスプレイ装置の概略的な構成を示す断面
図である。
【図１５】本発明の他の実施形態による液晶ディスプレイ装置の概略的な構成を示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、本発明に係る拡散子及びその製造方法並びにこの拡散子を用いた液晶ディスプレ
イ装置を実施するための形態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施形態による拡散子１０の構成を概略的に示す斜視図である。
　図１を参照すると、拡散子１０は、拡散領域Ｄと透明領域Ｔとが一方向に沿って交互に
反復配列された構造を持つ。
【００１９】
　拡散領域Ｄと透明領域Ｔとが交互にストライプパターンを形成する。拡散領域Ｄの幅は
、透明領域Ｔの幅より広く形成される。例えば、拡散領域Ｄが反復される周期Ｌに対する
拡散領域Ｄの幅ｄの比は、０．５～０．９の値を持つことができる。
　このように拡散領域Ｄの幅を定めることは、後述する実施形態でディスプレイ装置に採
用される時、拡散領域Ｄを透過した光で画像を形成する場合と、透明領域Ｔを透過した光
で画像を形成する場合、それぞれが互いに近似した輝度を保持させるためである。
【００２０】
　拡散子１０は、例えば、基板１２上に複数の拡散粒子を含む透明樹脂からなる拡散部１
４が一方向に沿って反復的に離隔配列された構造を持ち、拡散部１４は拡散領域Ｄをなし
、隣接する拡散部１４の間の領域が透明領域Ｔをなす。基板１２は透明材質で形成する。
【００２１】
　または、ディスプレイ装置に採用される偏光板を基板１２として採用できる。偏光板上
に直接拡散部１４を形成した形態で拡散子１０を構成する場合、ディスプレイ装置の厚さ
をさらに縮めることができ、像の染みを低減させるのに有利な構造になる。
【００２２】
　図２～図６は、本発明の実施形態による拡散子１０の製造方法を説明するための断面図
である。
　まず図２、３を参照すると、基板１２上に透明樹脂層１４’を形成する。基板１２は透
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明基板または偏光板からなる。透明樹脂層１４’は複数の拡散粒子を含み、紫外線により
硬化する性質を持つ物質からなる。
【００２３】
　次に、図４に示すように、マスク１６を透明樹脂層１４’上に配して紫外線（ＵＶ）を
照射する。
　マスク１６には複数の開口が一方向に沿って反復的に形成されており、開口は、一方向
と直交する方向に長いストライプ形態である。
【００２４】
　開口の幅は、図６に示す拡散領域Ｄの幅ｄに対応する。拡散領域Ｄの幅は透明領域Ｔの
幅より大きくなるように開口幅を定める。例えば、拡散領域Ｄが反復される周期Ｌに対す
る拡散領域Ｄの幅ｄの比が０．５～０．９の値を持つように、開口の幅及び配列周期が決
定される。
【００２５】
　紫外線（ＵＶ）は、開口を通じて透明樹脂層１４’に照射され、紫外線が照射された部
分のみ硬化して拡散部１４をなす（図５参照）。次に、紫外線が照射されずに未硬化であ
る透明樹脂層１４’部分を除去すれば、拡散領域Ｄと透明領域Ｔとが交互に反復配列され
た構造の拡散子１０が完成する（図６参照）。
【００２６】
　上述した工程で、拡散部１４を形成する工程は、基板１２上ではなく、例えば、ディス
プレイ装置のための液晶パネル上で行われてもよい。この場合、拡散領域Ｄの配列周期を
サブ画素により容易に整列させることもできるからである。
【００２７】
　図７～図９は、本発明の実施形態による液晶ディスプレイ装置１００の概略的な構成を
示す断面図であり、図７は、視野角の狭い個人モード、図８及び図９は、視野角の広い公
共モードを具現する光路を示す。
【００２８】
　図７～図９を参照すると、本発明の液晶ディスプレイ装置１００は、バックライトユニ
ット１１０、バックライトユニット１１０からの光を利用して画像を形成する液晶パネル
、液晶パネルの上部面に設けられ、拡散領域Ｄと透明領域Ｔとが交互に反復配列されてな
る拡散子１９０を備える。
【００２９】
　液晶パネルは、相異なる波長帯域の光を透過させる複数のサブ画素からなる画素が二次
元的に反復配列されたカラーフィルタ１６０と、電気的制御により入射光の透過率を調節
する液晶層１５０とを備えている。
　また、図７～図９を参照すると、赤色サブ画素（Ｒ）、緑色サブ画素（Ｇ）、青色サブ
画素（Ｂ）が一つの画素をなしている。
【００３０】
　液晶層１５０は、上部透明基板１７０と下部透明基板１３０との間に設けられ、カラー
フィルタ１６０は、上部透明基板１７０と液晶層１５０との間に設けられる。下部透明基
板１３０と液晶層１５０との間には、液晶層１５０を電気的に制御するためのＴＦＴ（Ｔ
ｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）層１４０が設けられる。
【００３１】
　また、上部透明基板１７０及び下部透明基板１３０には、それぞれ上部偏光板１８０、
下部偏光板１２０が設けられ、これらは互いに直交する方向の偏光軸を持つ。この時、上
部透明基板１８０の厚さをサブ画素幅の約５倍より薄くすることができれば、像の染みを
低減させることができて望ましい。
【００３２】
　拡散子１９０で拡散領域Ｄと透明領域Ｔとが配列される周期はサブ画素幅と同じく、液
晶層１５０は、サブ画素ごとに拡散領域Ｄに対応する領域と透明領域Ｔに対応する領域と
の透過率が別途に調節されるようになっている。
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　例えば、ＴＦＴ層１４０は、拡散領域Ｄに対応する液晶層１５０領域を電気的に制御す
るＴＦＴ１４０ａと、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を電気的に制御するＴＦＴ
１４０ｂとのアレイになっている。
【００３３】
　拡散子１９０の拡散領域Ｄの幅は、透明領域Ｔの幅より広く形成されている。これは、
拡散領域Ｄを通過した光で画像を形成する場合と、透明領域Ｔを通過した光で画像を形成
する場合とで、互に近似したレベルの正面輝度を保持させるためである。拡散領域Ｄが反
復される周期Ｌに対する拡散領域Ｄの幅ｄの比（ｄ／Ｌ）は、概ね０．５～０．９の値を
持つ。
【００３４】
　拡散子１９０は、例えば、複数の拡散粒子を含む透明樹脂からなる拡散部１９４が反復
的に離隔配列されて構成される。図７～図９では、上部偏光板１８０上に拡散部１９４が
反復配列されているものを示しているが、透明基板に拡散部１９４が反復配列された構造
の拡散子１９０で構成してもよい。ただし、上部偏光板１８０上に直接拡散部１９４が設
けられる構成が、厚さを薄くして像の染みを低減させることができる構造であるため、さ
らに望ましい。
【００３５】
　バックライトユニット１１０は、画像を形成するための光を液晶パネルに提供するため
のものであり、本発明でバックライトユニット１１０は、輝度半値幅の角度が概ね±２０
°範囲内にあるように、コリメート（ｃｏｌｌｉｍａｔｅ）された光を液晶パネルに提供
する構造を持つ。バックライトユニット１１０の実施形態は図１２及び図１３で示してお
り、これについては後述する。
【００３６】
　次に、本発明の実施形態による液晶ディスプレイ装置１００の視野角の狭い個人モード
及び視野角の広い公共モードでの駆動について説明する。
　以下、ノーマリーホワイト（ｎｏｒｍａｌｌｙ　ｗｈｉｔｅ）駆動状態のＴＮ（Ｔｗｉ
ｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶モードを利用して説明するが、これは例示的なものであ
って、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａ
ｌｉｇｎｍｅｎｔ）、ＥＣＢ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｂｉ
ｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）などの液晶モードにも同じ原理が適用される。
【００３７】
　また、図７を参照すると、視野角の狭い個人モードで駆動する光路を示している。この
モードで、拡散領域Ｄに対応する液晶層１５０領域を通過した光は画像形成光として使用
されず、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を通過した光のみ画像形成光として使用
される。
【００３８】
　バックライトユニット１１０から提供されるコリメートされた光は、下部偏光板１２０
を通過しつつ一方向の直線偏光状態を有して液晶層１５０に入射される。この時、拡散領
域Ｄに対応する液晶層１５０領域には、全体的にＴＦＴ１４０ａの制御によって電場が印
加され、この部分を通過する光は、液晶層１５０への入射時の偏光状態をそのまま保持し
つつ、液晶層１５０を通過して上部偏光板１８０に入射される。入射された光は、下部偏
光板１２０の偏光軸と直交する偏光軸を持つ上部偏光板１８０で吸収される。このように
、拡散領域Ｄに対応する液晶層１５０領域を通過した光は全体的にオフになって、画像形
成光として使用されない。
【００３９】
　一方、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を通過する光が画像形成光として使用さ
れる。すなわち、ＴＦＴ１４０ｂは、画像情報によって透明領域Ｔに対応する液晶層１５
０領域をオン／オフ制御する。
【００４０】
　図７では、画像オン状態を示しており、すなわち、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０
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領域に電圧が印加されず、これにより、液晶層１５０に入射された光は、入射した時の偏
光方向と直交する偏光状態を持つように偏光が変わって液晶層１５０を通過する。
　したがって、上部偏光板１８０を透過して画像オン状態を形成する。このように、透明
領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を通過した光のみで画像を形成し、この時、液晶パネ
ルへの入射時のコリメーション程度をそのまま保持していて、視野角の狭い個人モードを
具現する。
【００４１】
　図８は、視野角が相対的に広い公共モードで駆動する時の光路を示している。このモー
ドでは、拡散領域Ｄに対応する液晶層１５０領域を通過した光は画像形成光として使用さ
れ、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を通過した光は画像形成光として使用されな
い。
【００４２】
　すなわち、ＴＦＴ１４０ｂは、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を通過する光が
オフになるように電場を印加する。また、ＴＦＴ１４０ａは、画像情報によって拡散領域
Ｄに対応する液晶層１５０領域を通過する光をオン／オフ制御する。拡散領域Ｄを通過す
る光は拡散粒子により拡散され、したがって、視野角の広いモードが具現される。
【００４３】
　図９は、視野角の相対的に広い公共モードが図８とは異なる方法で具現される時の光路
を示している。このモードでは、拡散領域Ｄに対応する液晶層１５０領域を通過した光と
、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域を通過した光とが、いずれも画像形成光として
使用する。
【００４４】
　拡散領域Ｄに対応する液晶層１５０領域と、透明領域Ｔに対応する液晶層１５０領域と
は、いずれも画像情報によって光をオン／オフするように制御され、同じサブ画素に対応
する液晶層１５０領域を駆動するＴＦＴ１４０ａ、１４０ｂは同一に制御される。
　この場合に形成される画像の視野角は、拡散領域Ｄを通過した光によって主に決定され
るので、図７のような個人モードに比べて広い視野角を持つ。また、画像形成光として使
用する光量が、図８のように公共モードを具現する場合に比べて多いので、さらに高い輝
度分布を持つ。
【００４５】
　図１０は、本発明の液晶ディスプレイ装置が図７の個人モードと図８の公共モードとで
動作する時の輝度グラフを比較して示したグラフである。
　グラフを参照すると、個人モードでは狭い視野角を持ち、公共モードでは広い視野角を
持つように本発明のディスプレイ装置が動作することが分かる。
【００４６】
　図１１は、本発明の液晶ディスプレイ装置が図７の個人モード、図８及び図９の公共モ
ードで動作する時の輝度グラフを比較して示したグラフである。
　図９についてのグラフは、「公共モード２」として表示した。グラフを参照すると、２
つの場合の公共モードは、いずれも個人モードに比べて広い視野角を持ち、更に、図９の
ような方法で構成された公共モードの場合にさらに高い輝度特性を持つことが分かる。
【００４７】
　図１２及び図１３は、図７～図９で説明したディスプレイ装置１００に採用できるバッ
クライトユニット１１０の実施形態の例としてバックライトユニット２００、３００を示
す断面図である。
　図１２は、本出願人が出願した大韓民国特許出願公開第１０－２００９－００１１８８
７号明細書に開示されたものであり、コリメートされた光を提供するバックライトユニッ
トで本発明のディスプレイ装置に適用できる例である。
【００４８】
　バックライトユニット２００は側光型構造を持ち、光源２１３、光源からの光を液晶パ
ネル側に案内する導光板２１５、導光板２１５上に配された逆プリズムシート２２０を備
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える。光源２１３としては、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）のよ
うな点光源またはＣＣＦＬ（Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａ
ｍｐ）のような線光源が使われうる。
【００４９】
　導光板２１５は、光を大きい高仰角で出射させて光効率を向上させるために、導光板２
１５の上面と下面のうち少なくとも一面にプリズム２１７を形成できる。図１２では、導
光板２１５の下面にプリズム２１７が形成された場合を示しているが、これは例示的なも
のであって、導光板２１５の上面及び下面に互に直交する方向に配列されたプリズムが形
成される構造も可能である。
【００５０】
　導光板２１５の上部には、下面にプリズム２２２が形成された逆プリズムシート２２０
が配されている。逆プリズムシート２２０は、導光板２１５から出射された光を導光板２
１５の上面に概ね垂直の方向に進行させる。
【００５１】
　図１３は、本出願人が出願した大韓民国特許出願公開第１０－２００８－００７４５３
５号明細書に開示されたものであって、コリメートされた光を提供するバックライトユニ
ットで本発明のディスプレイ装置に適用できる例である。
【００５２】
　バックライトユニット３００は、直下型構造を持ち、反射面を持つ反射器３１０内に配
された光源３０５と、光源３０５からの光をコリメートするコリメーター３２０とを備え
る。
　コリメーター３２０は、接合された第１板状部材３２１と第２板状部材３２２とを備え
る。コリメーター３２０は、複数の透光領域３２３とこれら間の非透光領域３２４とを有
する。透光領域３２３は、第１板状部材３２１の第１透光領域３２３ａ及び第２板状部材
３２２の第２透光領域３２３ｂを備える。
【００５３】
　第１透光領域３２３ａと第２透光領域３２３ｂとの内表面は反射面３２３ａ’、３２３
ｂ’である。非透光領域３２４は、入射された光を再び光源３０５または反射器４１０側
に反射し返すように別途のミラーまたはミラー構造を持つことができる。これらの構造に
よれば、コリメーター３２０から出射する光は、入射時の光に比べて狭い角度範囲を持つ
ようになる。
　光源３０５とコリメーター３２０との間には、光を均一に拡散するための拡散板（図示
せず）をさらに設けることもできる。
【００５４】
　上述した図１２及び図１３は、液晶パネルに光を提供できるバックライトユニットの構
造を例示して示したものであり、それ以外にもコリメートされた光を液晶パネルに提供で
きる多様な構造のバックライトユニットが本発明のディスプレイ装置に採用される。
【００５５】
　図１４及び図１５は、本発明の他の実施形態による液晶ディスプレイ装置５００の概略
的な構成を、それぞれ個人モードで動作する場合と公共モードで動作する場合の時の光路
と共に示している。
【００５６】
　本実施形態は、図７～図９で説明した実施形態と、拡散子１９０の位置のみに相違があ
る。
　本実施形態で拡散子１９０は、バックライトユニット１１０と液晶パネルとの間に配さ
れており、他の構成は、図７～図９で説明した液晶ディスプレイ装置の構成と実質的に同
様である。
【００５７】
　図１４の個人モードでは、透明領域Ｔを通過した光のみを画像形成光として使用して、
相対的に狭い視野角を持つ画像を形成する。
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　図１５の公共モードでは、拡散領域Ｄを通過した光と透明領域Ｔを通過した光とをいず
れも画像形成光として使用して、相対的に広い視野角を持つ画像を形成する。
　また、公共モードを具現するに当たって、図１５に示したものと異なって、拡散領域Ｄ
を通過した光のみを画像形成光として使用する構成も可能である。
【００５８】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明は、ＰＤＡ、ＰＭＰ、ＤＭＢなどの携帯用端末機のディスプレイ装置に好適に用
いられる。
【符号の説明】
【００６０】
　１０、１９０　　拡散子
　１２　　基板
　１４’　　透明樹脂層
　１４、１９４　　拡散部
　１６　　マスク
　１００、５００　　液晶ディスプレイ装置
　１１０、２００、３００　　バックライトユニット
　１２０、１８０　　（下部及び上部）偏光板
　１３０　　下部透明基板
　１４０　　ＴＦＴ層
　１４０ａ、１４０ｂ　　ＴＦＴ
　１５０　　液晶層
　１６０　　カラーフィルタ
　１７０　　上部透明基板
　２１３、３０５　　光源
　２１５　　導光板
　２１７、２２２　　プリズム
　２２０　　逆プリズムシート
　３１０、４１０　　反射器
　３２０　　コリメーター
　３２１、３２２　　（第１及び第２）板状部材
　３２３　　透光領域
　３２３ａ、３２３ｂ　　（第１及び第２）透光領域
　３２３ａ’、３２３ｂ’　　反射面
　３２４　　非透光領域
　Ｄ　　拡散領域
　ｄ　　拡散領域の幅
　Ｌ　　周期
　Ｔ　　透明領域
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